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エコパークスキルアップ講座第10回
「青田山林道沿いの植物観察」開催しました！

　2025年６月1日、エコパークスキルアップ講座第10回「青田山林道沿いの植物観察」を開催
しました（写真1）。当日は、朝早くの集合ということもあり、村内の10名の方に参加いただき
ました。また、集合場所から観察場所まで距離が長いため、途中まで車で向かうことになりま
した。ただし、青田山林道は倒木や落石が多いため、行き慣れている方の先導のもと、安全運
転で向かいました。そして、標高1618m付近から歩き始め、林道終点からは道なき道を進みま
した。行程全般を通して、多くの花が咲いていたこともあり、じっくり観察しながら時間をか
けて進みました。最終的に標高1970mの
比較的平坦なところまで行って昼食をと
り、車を置いたところまで戻りました。
　今回歩いたエリアは、寒地性植物であ
るシラオイハコベの分布南限となってい
ることが報告されており（*1）。今回の
観察会でもシラオイハコベの草がいくつ
か見られましたが、残念ながら花は咲い
ていませんでした（写真２）。

　また、今回歩いたエリアは蛇紋岩の分布域となっています（写真3）。蛇紋岩の風化によって
できる土壌は、窒素・リン酸・カリウムに乏しいこと、マグネシウムを多量に含むこと、ニッ
ケル・クロム・コバルトといった重金属
を多く含むことなど、植物の生育には厳
しい特徴を持つことから、他の土壌では
見られない固有種が生育することがある
そうです（*2）。今回の観察会でも、伊
那市と大鹿村の蛇紋岩地にだけ自生する
といわれるイナトウヒレンの草が見られ
ました。こちらも残念ながら花は咲いて
いませんでした（写真４）。

　最後に、次回以降の予定ですが、参加者や、参加を見送られた方数名の方から、健脚でなく
ても参加できる内容の講座を開催して欲しいとのご希望を頂いていますので、来年度くらいに
は実現できるよう検討していきたいと思います。（宮崎）
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写真1　講座の様子
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写真２　シラオイハコベの葉

写真４　イナトウヒレンの葉


